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串

( 

) 

米
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太
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(三)

純
正
論
理
事
の
観
念
か
ら
現
象
撃
の
概
念
へ

1

1

「
論
理
皐
的
研
究
」
の
現
象
撃
の
概
念

フ
り
サ

1
片
氏
は
「
論
理
準
的
側
究
」
第
一
容
の
崎
将
h
の
享
に
於
て
、
純
正
論
理
凪
干
の
凱
怠
を
確
立
し
て
居
る
か

ら
、
同
書
第
二
容
は
嘗
然
其
の
概
念
に
基
い
て
、
純
正
論
理
問
申
の
時
系
を
組
織
的
に
論
述
す
る
も
の
で
あ
ら
う
ご
抽
出

期
古
れ
て
居
た
o

然
る
に
其

ω後
日
常
に
さ
れ
し
同
容
は
、
噛
即
刻
さ
れ

L
如
〈
に
純
正
論
理
血
干
の
慢
系
を
論
述
寸
る

も
の
で
な
〈
、
其
の
第
一
聞
は
「
認
識
の
現
象
事
及
び
理
論
に
閲
す
る
研
究
」
(
ロ
ロ
門
向
日
日
『
5
m
g
E
こ
v
z
E
2
5
5
・

一。同町内

Edι

吋『
2
5
牛

2
同
岳

E
E
H
E
)
ご
起
き
れ
、
又
其
の
第
二
冊
は
「
認
識
の
現
象
果
的
解
明

ω要
義
」
(
同
一
ml

5
2
P
E
P
m
円
E
M
山口。目。ロ色。町一仰の

rs
〉
戸
ロ
ハ
一
昨
ロ
ロ
山
己
2

]
山円
7
2
3
C
M
U
)

ご
題
苫
れ
J

し
居
て
、
論
理
事
の
認
識
論
的

解
明
及
び
茸
一

ω特
別
奈
の
建
設
の
準
備
仕
事
を
取
扱
へ
る
も
の
、

つ
ま
り
主

t
L
て
思
惟
り
現
象
率
的
分
析
を
取
扱

へ
る
も
の
で
ゐ
っ
た
o
か
〈
て
同
氏
が
「
論
理
問
中
的
研
究
」
第
一
容
に
於
て
確
立
古
れ
た
純
正
論
理
事
、
全
然
心
理

諭

議

フ

ツ

骨

ル

由

開

企

且
J

第
一
一
十
巻

(龍一-一新

四
七
)

E 
C 



論

叢

フ
ゥ
サ
ー
ル
の
現
象
事

第
二
十
笹

(
第
三
娩

四/， 

五
0 

祭
主
義
を
排
斥
す
る
論
理
事
の
御
念
に
非
常
な
る
興
味
を
戚
じ
、

ぞ
う

L
て
か
、
る
純
正
論
理
血
中
観
念
に
基
い
て

建
設
さ
れ
る
純
正
論
理
事
の
惚
系
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
ん
己
て
第
二
怒
り
出
版
を
縛
首
し
て
待

っ
て
居
た
人
々
は
、
少
な
か
ら
泊
失
曜
を
戚
じ
た
ご
思
は
れ
る
。
併
し
ょ
く
考
へ
て
見
れ
ば
、

フ
ッ
す

1
F
氏
が

純
巨
論
理
間
半
の
盟
系
の
建
設
に
右
手
す
る
前
に
、
同
氏
が
思
惟
及
び
認
識
の
現
象
事
的
分
析
、
己
稗
す
る
一
種
の
認

識
論
を
論
究
せ
ん
ご

L
た
の
は
、
論
理
的
地
干
の
研
究
の
順
序
に
於
t
常
然
で
あ
る
ご
忠
は
れ
る
。
吾
人
は
先
づ
認
識

論
を
確
立
し
た
上
で
な
〈
ば
、

到
底
論
理
間
半
の
健
系
を
建
設
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
の
で
、
近
来
の
皐
問
諭

(45留
の

E
n
r
p門
官
庁
宮
内
)
の
一
般
の
研
究
順
序
は
、
先
づ
認
識
論
か
ら
出
費
し
て
論
理
皐
に
移
り
、
夫
れ
よ
り
方
法

論
仁
進
む
こ
正
仁
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
o

只
プ
ツ
サ

1
Y
氏
は
論
理
皐
の
研
究
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
先
づ
純

正
論
理
亭
ご
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
可
き
や
を
、
第
一
に
規
定
ぜ
ん
ご
し
た
ャ
け
で
あ
る
。
し
か
も
其
の
純
正

論
理
事
の
観
念
を
賃
現
せ
ん
ご
す
る
に
於
て
は
、
矢
張
り
m
中
間
論
肝
究
の
論
理
的
順
序
に
従
ひ
、
認
識
論
か
ら
始

め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

ωで
あ
る
。
是
れ
「
論
理
学
的
研
究
」
の
第
二
容
が
認
識
論
的
研
究
ご
な
っ
て
居
る
所
以
で

あ
る
ご
思
ふ
o

し
か
も
問
氏
は
矢
採
り
論
理
間
半
の
研
究
を
主
眼
正
す
る
が
故
に
、
主
(
の
認
識
論
的
桝
究
を
論
理
同
学

の
準
備
仕
事
吉
見
て
居
る
が
、
余
は
夫
れ
は
寧
ろ
論
理
事
の
基
礎
ぜ
し
て

ω認
識
論
の
研
究
ご
見
る
可
、
き
で
あ
ら

う
古
田
山
ふ
。
如
何
な
る
論
理
由
学
も
何
等
か
の
認
識
論
を
基
礎
ご
せ
ね
ば
建
設
さ
れ
得
る
も
の
で
な
〈
、
叉
如
何
な

る
認
識
論
も
論
理
問
中
に
後
展
せ

F
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
玄
れ
は
同
学
問
論
は
完
成
さ
れ
な
い
o

余
は
先
づ



以
上
述
吋
し
貼
に
注
意
し
て
置
い
て
、
是
れ
よ
り
主
ご
し
て
「
論
理
率
的
研
究
」
第
二
容
の
序
論
に
就
て
、

ァ
。
す

-
W氏
が
純
正
論
理
皐
の
概
念
か
ら
現
象
間
半
の
概
念
に
移
ら
れ
た
所
以
、
及
び
其
の
現
象
腕
干
の
概
念
は
如
何
な
る

も
の
で
ゐ
る
か
を
大
館
上
究
明
し
、
以
て
「
純
正
現
象
事
及
び
現
象
的
学
的
哲
事
考
」
の
現
議
皐
を
深
C
理
解
す
る
準

備
ど

L
たい
M
E
思
ふ
。
以
下
設
越
す
る
鹿
は
主

t
L
て
同
序
論
に
よ
h
て、

7
y
サ

1

戸
氏
の
見
解
を
遁
〈
た
る

も
の
で
あ
る
。

夫
れ
論
理
撃
に
於
て
は
先
づ
言
語
の
分
析
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
は
、
論
理
術
論
に
於
て
早
〈
か
ら
認
め

ら
れ
て
居
た
が
、
今
純
正
論
理
事
の
研
究
に
於
て
も
吾
人
は
矢
張
b
、
合
一
口
話
の
分
析
か
ら
始
め
る
必
要
を
戚
や
る

の
で
あ
る
o

是
れ
吾
人
は
先
づ
言
語
を
論
究
し
な
け
れ
ば
、
命
題
或
は
文
章
の
意
義
を
究
明
す
る
こ
正
が
出
来
な

い
か
ら
で
あ
る
o

言
語
論
究
は
純
正
論
理
由
学
の
建
設
に
謝
L
て
必
要
敏
〈
可
か
ら
ぎ
る
準
備
で
あ
る
c

吾
人
は
其

の
援
助
に
よ
ち
て
の
み
、
論
理
苧
的
関
究
の
特
有
の
針
象
、
夏
に
主
(
等
の
劃
象
の
本
質
的
樋
類
及
び
差
別
を
胸
明

せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
併
L
此
庭
に
言
語
論
究
ご
一
耳
ふ
は
、
歴
史
的
に
奥
へ
ら
れ
た
る
言
語
に
就
て
行
は

れ
る
経
験
的
意
味
で
の
文
法
論
究
を
意
味
す
る
の
で
な
〈
、

一
の
客
制
的
認
識
論
及
び
夫
れ
ご
最
ご
も
内
部
的
に

結
合
す
る
慮
の
も
の
、
卸
ち
思
惟
鱒
験
及
び
認
識
臨
時
醐
の
一
の
純
正
現
象
風
T

の
庚
い
範
域
に
属
す
る
論
究
を
意
味

す
る
の
で
あ
る
o

此
の
思
惟
趨
駿
及
び
認
識
鱒
駿
の
純
正
現
象
苧
は
、
夫
れ
を
包
括
す
る
健
駿
一
般
の
純
正
現
象

思
T

の
如
〈
、

只
碇
貨
に
於
て
把
捉
し
得
ら
れ
分
析
し
得
ら
れ
る
鱒
験
の
み
を
、
其
の
純
本
質
普
遍
性
に
於
て
取
扱

論

護

フ
ブ
ザ

1
ル
り
現
象
事

第
二
十
答

(
第
三
掠

四
九
)

五
O
一一一



言首

業

フ
ッ
サ

l
ル
の
現
象
皐

銘
二
十
径

(
品
市
三
強

五
O
)

E
O
凹

ふ
可
き
も
の
に
し
て
、
現
質
な
る
事
賞
ご
し
て
或
は
後
現
す
る
又
経
験
的
な
る
事
賞
ご
し
て
設
定
さ
れ
た
る
世
界

仁
於

τ、
経
験
す
る
人
間
或
は
動
物
の
鰐
駿
Z
し
て
の
、
経
験
的
に
統
阻
話
さ
れ
る
経
験
を
取
扱
ふ
も
の
で
な
い
。

此
の
純
正
現
象
撃
は
本
質
直
覧
に
於

τ夜
接
に
把
捉
さ
れ
セ
る
本
質
及
び
会
〈
本
質
に
基
づ
〈
結
合
を
、
記
崎
山
的

に
本
質
概
念
並
に
合
則
的
本
質
言
表

(
巧
盟
主
記
E
E
m日
戸
)

に
於
て
、
純
粋
に
表
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
線
℃
炉
、
る
言
表
は
最
古
も
著

L
き
意
味
に
て
一
の
先
天
的
な
る

b
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
純
正
論
理
皐
の
認
識

批
判
的
準
備
及
び
解
明
の
匁
め
に
、
充
分
に
探
究
百
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
即
ち
此
の
範
域
で
あ
る
。

純
正
現
象
皐
は
種
々
な
る
皐
問
が
其
の
根
祇
を
討
唱
す
る
蕗
の
中
立
的
諸
研
究
の
一
範
域
で
あ
る
o

一
方
に
於
て

は
現
象
島
T

は
経
験
皐
ご
じ
て
の
心
理
事
を
助
け
る
も
の
に

L
て
、
心
理
撃
が
経
験
的
に
生
物
的
自
然
賢
在
の
結
合

に
於
け
る
現
質
な
る
事
象
の
諸
部
類
ご

L
て
把
捉
し
、
経
験
率
的
研
究
に
附
す
る
蕗
の
表
象
館
時
棚
、
判
断
館
駿
及

ぴ
認
識
髄
験
等
を
、
北
(
の
本
質
普
一
過
性
に
於
て
分
析
し
記
述
す
る
。
他
方
に
於
て
は
現
象
事
は
、
純
正
論
理
皐
の

認
識
批
判
的
理
解
に
必
要
な
明
亮
性
及
び
朋
確
性
が
奥
へ
ら
れ
る
活
め
に
は
、
再
び
引
き
戻
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
根

元
を
問
明
す
る
。
純
正
論
理
撃
の
認
識
論
的
或
は
現
象
率
的
基
縫
確
立
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
、
し
か
も
無
比
に

重
要
な
る
諸
研
究
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
思
惟
Z
言
語
Z
の
結
合
は
、
本
質
的
理
由
よ
り
必
然
的
に
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
や
否
や
を
問
は
十
正
も
、

ご
に
か
〈
高
等
な
る
知
カ
的
範
域
殊
仁
皐
問
的
範
域
に
属
す
る
判
断
は
、
言
語
的
言
表
な
し
に
成
就
さ
れ
得
る
も



の
で
な
い
ご
云
ふ
こ
ざ
に
け
は
、
何
れ
の
場
合
に
於
ー
も
確
か
で
あ
る
o

純
正
論
理
率
が
研
究
す
る
針
象
は
先
づ

文
法
的
服
装
に
於
て
町
え
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
一
υ

一
屠
充
分
に
云
へ
ば
、
其
等
の
劃
象
は
一
去
は
い
具
鰻
的
な
る

心
理
的
慢
験
中
に
埋
め
ら
れ
た
る
も
の
ざ
し
て
興
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
う
L
て
夫
れ
は
意
義
志
向
或
は
意
義
充
寛

の
機
能
に
於

τ、
一
定
の
言
語
的
表
現
に
麗

L
、
叉
之
れ
吉
共
に
一
の
現
象
事
的
統
一
を
作
る
。

論
理
事
者
は
其
等
の
復
合
的
な
る
現
象
率
的
論
統
一
か
ら
、
彼
に
興
味
を
起
さ
せ
る
構
成
分
、

か
〈
て
何
よ
ち

も
第
一
に
論
理
的
表
象
、
判
断
、
認
識
等
が
行
な
は
れ
る
作
用
性
を
引
き
出
L
、
之
を
彼
特
有
の
論
理
率
的
任
務

の
矯
め
に
有
盆
な
る
だ
げ
充
分
に
、
記
述
し
分
析
す
可
き
で
あ
る
。
併
し
純
正
論
理
皐
者
が
根
本
的
仁
叉
本
来
興

味
を
戚
A
V
る
の
は
、
心
理
率
的
判
断
郎
も
具
鵠
的
な
る
心
理
的
現
象
で
は
な
〈
、
論
理
事
的
判
断
的
も
同
一
的
言

表
意
義
(
色
何
百
2
2
R
Z
〉
呈
呂
町
。
『
え
2
宮
口
問
)

で
あ
る
o

具
盤
的
な
る
思
惟
髄
磁
の
現
象
率
的
分
析
は
、
純
正

論
理
事
の
本
領
に
麗

L
な
レ
。

L
か
も
夫
れ
は
純
正
論
理
率
的
研
究
の
縛
め
に
侠
〈
可
か
ら

F
る
も
の
で
あ
る
ご

云
ひ
得
ら
れ
る
o

是
れ
総
て
論
理
的
な
る
も
の
は
、
研
究
費
象
己
[
て
吾
人
の
も
の
ご
な
h
、
夫
れ
に
基
づ
〈
先

天
的
法
則
の
明
澄
を
可
能
な
ら
し
め
る
可
き
限
り
、
日
卦
髄
的
な
る
場
合
に
於
て
奥
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ

る
O

併
し
論
理
的
な
る
も
の
は
始
め
に
は
一
不
完
全
な
る
形
態
に
於
て
吾
人
に
奥
へ
ら
れ
て
居
る
o

郎
も
概
念
は
太

な
b
小
な
h
動
携
す
る
語
義
(
君
。
耳
『

-
E
E
Eロ
問
)
古
し
て
、
叉
法
則
は
概
念
か
ら
成
立
す
る
が
故
に
欠
張
。
同
様

に
動
携
す
る
主
張
ピ

L
て
、
始
め
仁
吾
人
仁
輿
へ
ら
れ
て
居
る
。
も
う
ご
も
か
、
る
場
合
に
も
論
理
率
的
洞
見
は

諭

議

フ
山
ツ
サ

i
ル
申
現
象
回
申

第
二
十
各

(
第
三
腕

E 

) 

E
O
E
 



講

叢

フ
タ
ザ

1
ル
の
現
象
串

第
二
十
番

(
第
三
親

五

E
O
大

杢
〈
快
け
て
居
る
の
で
な
い
。
吾
人
は
明
設
を
以
て
純
正
法
則
を
把
捉
L
、
そ
う
し
て
夫
れ
は
純
正
思
惟
形
式
に

基
づ
く
も
の
な
る
伝
認
識
す
る
o

併
し
此
の
明
読
は
法
則
判
断
の
現
質
的
遂
行
中
に
生
動
す
る
語
義
に
密
着
し
て

屑
る
も
の
で
ゐ
る
o

そ
う
し
て
注
意
さ
れ
な
い
多
義
或
は
援
隊
に
よ
b
て
、
後
に
他
の
瓶
念
が
も
ご
の
概
念
仁
取

ふ
リ
換
へ
ら
れ
、
今
や
鍵
化
せ
る
命
題
意
義
ド
、

き
さ
に
経
験
き
れ
た
る
明
議
が
誤
っ
て
要
求
さ
れ
易

ν
の
で
あ

る
。
叉
是
れ
Z
反
掛
に
、
多
義
或
は
陵
隊
よ
り
生
唾
る
諜
解
が
純
論
理
的
命
題
の
意
味
を
鍾
化
仁
、

そ
う
し

τ純

論
理
的
な
る
も
の
、
以
前
に
経
験
さ
れ
た
る
明
設
及
び
特
有
の
意
義
を
、
放
棄
さ
せ
る
こ
ご
も
亦
ゐ
b
得
る
。

hr

〈
て
論
理
的
概
念
及
び
夫
れ
に
よ
り

τ構
成
3
れ
た
る
純
法
則
が
、
経
験
的
に
奥
へ
ら
れ
て
居
る
ご
云
ふ
に
け
で

充
分
で
な
い
o

そ
う
し
℃
論
理
的
観
念
印
も
概
念
及
び
法
則
を
、
先
づ
認
識
論
的
に
明
亮
に
し
且
つ
明
確
に
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
ピ
云
ム
大
問
題
が
起
っ
て
く
る
。
此
蕗
に
現
象
血
中
的
分
析
が
必
要
さ
な
る
の
で
あ
る
。

夫
れ
袋
蛍
す
る
思
惟
内
容
ご
し
て
の
論
理
的
概
念
は
、
宜
相
慨
に
於
て
其
の
始
源
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
等

ω

概
念
は
一
定
の
僅
織
に
基
い
て
行
な
は
れ
る
観
念
化
的
抽
象
に
よ
h
τ
生
長
L
、
そ
う
し
て
此
の
抽
象
が
新
た
に

成
就
さ
れ
る
毎
仁
、
常
に
新
た
に
夫
れ
自
身
を
固
持
し
、
夫
れ
自
身
Z
の
其
の
同
一
一
性
に
於
て
把
捉
さ
れ
ね
ば
な

ら
泊
。
換
言
す
れ
ば
吾
人
が
「
概
念
」
「
判
断
」
「
異
理
」
其
他
の
も
の
に
闘
し
て
、
純
正
論
理
串
に
於
て
設
定
さ
れ
た

、
る
諸
法
則
の
意
義
台
、
其
の
特
殊
化
ご
共
に
反
省
す
る
場
合
に
、
先
づ
輿
へ
ら
れ
る
が
如
、
さ
「
草
な
る
語
』
郎
も

軍
な
る
象
徴
的
語
理
解
(
岳

E
。
担
々

Eg-一
門
『
自
宅
o
ユ
耳
目

Z
E
E
)を
以
て
、
吾
人
は
英
の
士
、
で
満
足
す
る



を
欲
L
な
い
v
o

只
遠
い
暖
隊
な
比
喰
的
な
直
観
の
み
か
ら
生
か
さ
れ
た
る
意
義
は
、
吾
人
に
充
分
な
る
満
足
を
輿

へ
得
な
い
o

吾
人
は
「
賓
質
或
は
物
件
(
L
H
o
r
n
E
S
)
共
物
」
に
遡
ら
ん
ご
欲
す
る
。
吾
人
は
此
の
此
蕗
に
現
賞
に

成
就
き
れ
た
る
抽
象
に
於
て
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
が
真
理
に
し
て
、
異
に
語
義
が
法
則
表
現
に
於
て
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
こ
ご
を
、
完
全
に
裂
展
さ
れ
た
る
直
観
に
於
て
、
明
識
を
以
て
理
解
せ
ん
正
欲
し
、
そ
ヨ

L
τ
認
識
賞

際
的
に
は
吾
人
が
復
現
吉
れ
得
る
直
観
に
於
工
充
分
に
繰
り
返
さ
れ
た
る
測
定
に
よ
り
て
、
意
義
を
其
の
恒
定
不

動
的
な
る
同
一
性
に
於
て
確
持
せ
ん
ご
す
る
傾
向
を
、
吾
人
に
於
て
覚
醒
せ
ん
ご
欲
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
吾

人
は
、
積
-
Q

な
る
言
表
結
合
中
に
於
て
同
一
の
論
理
的
術
語
に
生
守
る
蕗
の
、
品
型
化
す
る
意
義
の
直
観
化
に
よ
り

て
、
ま
さ

L
く
此
の
多
義
性
或
は
援
隊
性
を
確
信
す
る
。
吾
人
は
語
が
此
蕗
及
び
其
蕗
で
意
味
す
る
虞
の
も
の

が
、
直
視
の
本
質
的
に
相
異
な
れ
る
要
素
或
は
形
成
に
於

τ、
或
は
本
質
的
に
相
異
な
れ
る
普
遍
概
念
に
於

τ、

其
の
充
買
を
見
出
す
主
五
ふ
明
詮
を
獲
得
す
る
o

か
く
て
吾
人
は
混
合
せ
る
概
念
の
分
別
仁
よ
り
て
、
又
術
語
の

遁
営
な
る
麓
化
に
よ
・
り
て
、
矢
張
。
論
理
的
命
題
の
望
ま
れ
た
る
「
明
亮
性
」
及
び
「
明
催
性
」
を
獲
得
す
る
の
で
あ

る。
論
理
的
健
験
の
現
象
風
干
同
、
比
等
の
心
理
的
樫
験
及
び
夫
れ
に
内
在
す
る
意
味
に
於

τ、
一
一
切
の
論
理
的
な
る

基
本
的
概
念
に
確
賓
な
る
意
味
(
賞
に
意
義
志
向
ご
意
義
充
寅
吉
の
聞
に
分
析
的
に
探
究
さ
れ
た
る
本
質
結
合
に

遡
h
て
問
明
さ
れ
、
其
の
可
能
的
認
識
機
施
に
於
て
理
解
さ
れ
、
且
つ
確
か
め
ら
れ
た
る
意
義
、
約
言
す
れ
ば
純

諭

議

フ
ッ
サ

1
ル
白
現
象
串

第
一
一
十
容

(
第
三
競

五
三
)

E
C
七



J満

議

フ
ッ
サ

I
ル
の
現
象
事

第

十
巻

(
第
三
挽

宮
前
回
)

五
O
A

正
論
理
準
其
物
の
関
心
、
殊
に
此
の
間
宇
科
の
本
質
の
認
識
批
判
的
洞
見
の
関
心
が
要
求
す
る
が
如
き
意
義
)
を
奥

へ
る
た
め
に
必
要
な
る
だ
け
遠
大
な
る
記
述
的
(
経
験
的
心
理
事
的
記
述
で
な
い
)
理
解
を
得
ん
ご
寸
る
目
的
を
有

す
る
の
で
あ
る
o
論
理
的
及
び
ノ
エ
チ
ッ
セ
ン
(
志
向
的
心
理
作
用
的
)
基
本
概
念
は
、
是
れ
ま
で
は
倫
ほ
甚

r不

完
全
に
し
か
解
明
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
o
其
等
の
概
念
に
は
種
々
な
る
多
義
が
附
着
し
て
活
花
。
否
な
其
の
多
義

性
は
甚
だ
有
害
に

Lτ
、
又
之
を
確
定
し
、
兎
に
徹
底
的
匝
別
に
於

τ
確
定
す
る
に
は
甚
だ
困
難
に

L
て
、
純
正

論
理
事
及
び
認
識
論
が
甚
だ
停
滞
ぜ
る
扶
態
に
あ
る
最
ご
も
主
要
な
る
理
由
は
、
其
慮
に
求
め
ら
る
可
き
で
あ

る。
吾
人
は
確
か
に
、
純
論
理
的
範
域
の
幾
多
の
瓶
念
的
匿
別
及
び
匝
域
が
、
自
然
的
見
地
に
於

τ、
が
〈
て
現
象

率
的
分
析
を
行
は
守
し
て
、
明
鐙
に
議
す
る
ニ
ご
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
等
の
場
合
に
於
け
る
論
理
的
作
用

は
、
充
貰
す
る
直
観
正
の
充
常
的
泡
慮
に
於
て
行
な
は
れ
る
か
ら
、
現
象
風
一
的
批
態
其
物
に
閲
し
て
は
反
省
が
加

へ
ら
れ
な
い
c

併
し
最
古
も
完
全
な
る
明
澄
苫
え
も
混
乱
さ
れ
、
其
の
把
持
す
る
も
の
が
読
解
さ
れ
、
其
の
確
賓

な
る
決
断
が
排
尿
さ
れ
る
一

-
Z
が
あ
り
得
る
。
殊
に
客
観
的
鬼
地
Z
心
理
率
的
昆
地
子
宮
不
注
意
に
置
き
換
へ
、

其
の
本
質
上
相
互
に
結
び
附
け
ら
れ
て
居
る
が
し
か
も
根
本
的
に
は
隠
別
き
る
可
き
其
等
雨
方
面

ω所
奥
営
、
ス
空

〈
相
互
に
混
交

L
、
か
く

τ論
理
的
に
客
観
的
な
る
も
の
、
解
稗
に
於
て
、
心
理
率
的
誤
解
に
よ
り
て
欺
か
れ
易

き
哲
率
的
反
省
の
決
し
て
偶
然
的
で
な
い
u

傾
向
は
、
幾
多
の
解
明
的
研
究
を
要
求
す
る
。
そ
う
し
て
此
等
の
解
明



は
其
の
性
質
上
、
只
思
惟
韓
駿
及
び
認
識
穂
験
の
一
現
象
拳
的
本
質
論
に
よ
り
て
の
み
、
(
其
等
の
輯
駿
に
本
質
的

に
属
す
る
慮
の
意
味
さ
れ
た
る
も
の
を
、
絶
へ
や
，
廟
慮
し
っ
、
)
成
就
L
得
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
o

只
純
正
現
象
皐

(
動
物
的
質
在
の
心
理
的
形
質
及
び
蚊
態
の
経
験
事
ご
し
て
の
心
理
卒
芭
は
会
(
異
な
れ
る
も
の
)
に
よ

h
て
の

み
、
心
理
息
子
主
義
が
根
本
的
に
任
服
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
只
純
正
現
象
間
半
の
み
が
余
輩
一
り
範
域
に
於

τも
亦
、

純
E
論
理
事
的
基
本
匝
別
及
び
洞
見
絹
慢
の
最
後
の
充
分
な
る
確
立
に
劃
す
る
、

一
切
の
前
提
を
奥
へ
る
の
で
あ

る
。
只
純
正
現
象
準
の
み
が
、
本
質
根
元
か
ら
逸
脱
四
し
、

hrd
く
て
始
め
に
は
避
け
得
ら
れ
な
い
蕗
の
諜
れ
る
傾

向
、
郎
も
客
観
的
に
論
理
事
的
な
る
も
の
を
心
理
的
学
的
な
る
も
の
に
曲
解
せ
ん
ざ
す
る
傾
向
を
、
会
〈
取
h
ノ
除
〈

の
で
あ
る
。

右
に
述
べ
し
現
象
準
的
分
析
の
動
機
は
、
容
易
に
見
ら
れ
る
如
く
、
辰
吉
も
普
遍
的
な
る
認
識
論
的
基
本
問
題

h
r
ι
提
出
す
る
動
機
さ
、
本
贋
的
に
結
び
附
い
て
居
る
。
是
れ
五
口
人
が
其
等
の
問
題
を
最
庚
普
遍
性
(
明
ら
か
に

一
切
の
「
認
識
質
料
」
炉
ら
抽
出
3
れ
た
る
「
形
式
的
な
る
も
の
」
の
意
味
)

に
於
て
把
捉
す
る
ご
、
共
等
の
問
題
は

純
正
論
理
由
市
干
の
概
念
の
完
全
な
る
解
明
に
属
す
る
諸
問
題

ω閤
の
中
に
入
る
か
ら
で
あ
る
o

郎
も
一
切
の
思
惟
及

び
認
識
は
劃
象
或
は
資
質
(
印
H
r
Z
H
F色
町
)
に
向
ひ
、
芸
等
の
輔
副
象
或
は
貫
質
の
「
白
-
賃
在
」
が
、
現
質
的
又
は
可

能
的
な
る
思
惟
諸
作
用
或
は
諸
意
義
の
多
国
慨
に
於
て
、
同
一
化
し
得
ら
れ
る
統
一
ご
し
て
現
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
Z

一
式
ム
様
仁
、
明
ら
か
に
業
等
の
封
象
或
は
資
質
吉
例
係
す
る
さ
云
ふ
事
賞
、
真
仁
一
切
の
思
惟
じ
は
翻
念
的
法
則

諭

議

ア
ッ
サ

1
ル
回
現
晶
皐

第
二
十
巻

(
第
三
挽

五
五
)

五
O
九



7

7
ザ

1
ル
の
現
象
皐

(
質
に
認
識
一
般
の
客
蹴
性
或
は
観
念
性
を
規
定
す
る
法
則
)
の
根
祇
に
存
す
る
思
惟
形
式
炉
内
住
す
る
Z
云
ふ
事

言市

叢

第
二
十
巻

(
第
三
焼

五
六
}

五

O 

賞
、
此
等
の
事
賞
は
常
に
繰
り
返
し
て
左
の
問
題
を
起
す
の
で
あ
る
o

却
も
3
ら
ば
客
観
性
の
「
自
慢
」
が
「
表
象
」

仁
、
否
な
認
識
仁
於
て
は
「
把
持
」
に
建
し
、

か
〈
て
且
刷
局
は
矢
張
h
，
再
び
主
観
的
正
な
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
如
何

に
理
解
苫
る
可
き
か
o
劉
象
は
「
夫
れ
自
身
に
於

τ」
存
し
、
そ
う
し
て
認
識
に
於

τ「
奥
へ
ら
れ
る
」
ご
は
、
何
を

意
味
す
る
か
。
普
遍
的
な
る
も
の
、
、
観
念
性
が
、
如
何
に

L
て
概
念
或
は
法
則
Z
し
て
、
現
質
的
な
る
心
理
的
慢

験
の
流
れ
の
中
仁
入
り
込
み
、
思
悦
者
の
認
識
所
有
吉
な
る
か
。
併
L
A
Y
此
等
の
問
題
及
び
類
似
の
問
題
は
、
純

論
理
的
な
る
も
の
、
解
明
に
閲
し
て
、
上
に
論
通
せ
る
問
題
t
全
〈
不
可
分
的
で
ゐ
る
こ
E
は
明
白
で
ゐ
る
。
概

念
及
び
劃
象
、
真
理
及
び
命
題
、
事
費
及
び
法
則
等
の
如
き
論
理
的
観
念
の
解
明
の
任
務
は
、
五
ロ
人
が
現
象
率
的

分
析
に
於
て
目
的
正
す
る
解
明
其
物
の
本
質
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
震
め
に
是
非
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
仁
、

吾
人
eT
不
可
避
的
に
導
〈
の
で
あ
る
。

き
は
れ
現
象
率
的
分
析
は
甚
だ
困
難
な
る
も
の
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
共
の
一
切
の
困
難
の
根
元
は
、
現
象
率
的

分
析
に
於
て
は
、
自
然
的
見
地
に
反
す
る
直
槻
及
び
思
惟

ω方
針
が
要
求
さ
れ
る
ご
一
百
ふ
鮪
に
ゐ
る
。
現
象
事
的

分
析
に
ゐ
b
て
は
、
吾
人
は
稀
々
相
重
り
A
官
ふ
諸
作
用
の
遂
行
中
口
入
り
込
み
、
叉
大
れ
ど
共
に
其
等
の
諸
作
用

の
意
味
の
中
に
考
へ
ら
れ
た
る
針
象
を
、
一
五
は
い
V

素
朴
的
に
賃
在
す
る
ご
し
て
定
置
し
規
定
し
或
は
俄
言
的
に
据

b
附
凶
町
、
夫
れ
か
ら
蹄
結
を
引
き
出
す
の
で
は
な
〈
、
寧
み
「
反
省
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
卸
も
茸
(
等
の
作
用
E
A
び



夫
れ
に
内
在
的
な
る
意
味
内
容
を
封
象
ご
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
o

卦
象
は
直
観
さ
れ
、
思
惟
さ
れ
、

理
論

的
に
考
量
さ
れ
、
そ
う
し
て
其
の
場
合
に
何
れ
か
の
存
在
様
式
に
於
て
賞
在
芭

L
て
定
置
さ
れ
て
居
る
が
、
余
輩

は
余
輩
の
理
論
的
関
心
を
か
、
る
掛
象
の
上
に
向
け
、

か
、
る
岨
割
象
が
其
等

ω作
用
の
志
向
に
於
て
現
は
れ
或
は

委
営
す
る
が
ま
、
に
、
之
を
費
在
芭
し
て
定
量
L
て
は
な
ら
な
い
Y

の
で
、
夫
れ
ご
反
岨
剖
仁
是
れ
ま
で
は
全
〈
劃
象

的
で
な
か
っ
た
其
等
の
作
用
禁
物
を
、
今
や
把
捉
及
び
理
論
的
定
置
の
目
的
物
芭
な
す
可
き
で
あ
る
。
余
輩
は
其

等
の
作
用
を
新
し
き
直
視
作
用
及
び
思
惟
作
用
に
於
て
考
察
し
、
其
の
本
質
に
従
ム
て
分
析
し
記
逃
し
、
経
験
的

叉
は
観
念
化
的
思
惟
の
封
象
ご
な
す
可
き
で
あ
る
o

併
し
か
く
す
る
こ
ど
は
、
吾
人
の
心
理
的
謙
遠
の
始
め
か
ら

常
に
高
ま
り
来
れ
る
闘
定
的
習
慣
に
反
す
る
一
の
思
惟
方
針
で
あ
る
。
き
れ
ば
常
に
現
象
率
的
思
惟
態
度
か
ら
、

素
撲
的
客
観
的
態
度
へ
後
戻
る
傾
向
が
起
る
の
で
あ
る
o

術
ほ
其
の
外
に
も
幾
多
の
困
難
が
あ
る
o
併
し
純
正
現

象
皐
一
一
般
殊
に
論
理
的
鰭
臓
の
純
正
現
象
皐
が
透
過
す
る
困
難
は
如
何
に
大
な
る
ご
も
、
夫
れ
は
決
し
て
夫
れ
に

打
、
主
勝
た
ん
ご
す
る
企
だ
て
を
、
会
〈
望
な
き
も
の
ご
思
は
せ
る
様
な
性
質

ωも
の
で
な
い
。
余
輩
は
一
致
協
力

し
て
熱
誠
に
研
究
を
進
め
て
行
〈
こ
ど
に
よ
り
て
、
其
等
の
困
難
仁
打
も
勝
も
得
る
の
で
あ
る

Q

以
上
越
ぺ
し
現
象
間
半
の
意
味
を
よ
〈
理
解
す
る
時
は
、
組
織
的
現
象
率
的
認
識
解
明
ご
し
て
の
一
切
の
認
識
論

は
、
つ
ま
h
J
は
心
理
撃
の
上
に
建
設
さ
れ
る
の
で
、
純
正
論
理
事
か
ら
心
理
事
主
義
を
全
然
駆
逐
せ
ん
ご
す
る
企

ピ
て
は
、
遂
に
は
失
敗
に
蹄
す
る
正
一
五
ふ
が
如
き
非
難
を
、
何
人
も
敢
て
余
輩
に
加
へ
る
こ
ご
は
出
来
な
い
で
あ

論

叢

7
ッ
サ

I
ル
由
現
島
田
牢

第
二
十
巻

{
都
三
就

事

七

)

王



論

叢

ア
ヲ
サ

l
ル
四
現
象
事

第
二
十
巻

(
第
三
務

五
八
)

五

ら
う
。
心
理
事
Z
云
ふ
認
が
若
し
其
の
古
い
意
味
を
保
持
す
る
な
ら
ば
、
現
象
事
は
ま
き
し
〈
記
述
的
心
理
事
で

な
い
。
現
象
準
特
有
の
「
純
」
記
述
郎
も
館
職
の
事
質
的
伺
別
槻
照
仁
基
い
て
成
就
さ
れ
る
本
質
掛
照
、
並
仁
純
正

観
照
に
於
て
観
照
さ
れ
た
る
本
質
を
、

記
遁
的
に
固
定
す
る
こ
ご
は
決
し
て
経
験
的
(
自
然
科
率
的
)
記
越
で
な

ぃ
。
夫
れ
は
寧
ろ
一
切
の
経
験
的
(
自
然
主
義
的
)
統
提
及
び
設
定
の
自
然
的
作
用
を
会
〈
排
尿
す
る
の
で
あ
る
。

知
長
、
判
断
、
戚
情
、
意
欲
等
に
閲
す
る
記
述
心
理
皐
的
確
定
は
‘
自
然
資
在
の
動
物
的
本
質
の
現
寅
的
状
起
を

取
扱
ふ
も
の
に
し
て
、
物
理
的
奴
態
に
閲
す
る
記
述
的
確
定
Z
金
〈
同
様
な
も
の
で
あ
る
。
此
蕗
で
は
総
て
の
普

逼
的
命
題
は
経
験
的
普
遍
性
を
有
す
る
、
却
も
自
然
に
甥
し
て
安
営
す
る
。
然
る
に
現
象
皐
は
動
物
的
本
質
の
般

態
に
就

τは
金
〈
述
べ
な
い
。
夫
れ
は
知
質
、
判
断
、
戚
情
等
に
就
て
あ
る
が
ま
、
の
も
の
ご

L
て
述
て
某
等

の
も
の
に
先
天
的
に
、
無
制
約
的
普
遍
性
に
於
て
、
ま
さ
し
〈
純
粋
な
る
穏
の
純
粋
な
る
伺
瞳
ご
し
て
妥
嘗
す
る

露
の
も
の
に
就
て
通
三
金
〈
「
本
質
」
(
本
質
類
、
本
質
種
)
の
純
直
質
的
把
拠
に
基
い
て
洞
見
古
る
可
き
も
の
に

就
て
遁
べ
る
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
純
正
算
術
が
数
に
就
て
、
幾
何
事
が
昼
間
形
態
に
就
て
述
べ
る
も
の
ご
会
〈
同

様
で
あ
る
。
か
〈
て
純
正
論
理
事
的
解
明
(
総
て
の
認
識
批
判
的
解
朋
の
如
〈
)
の
基
礎
芭
な
る
の
は
、
心
理
事
で

は
な
〈
て
現
象
撃
で
あ
る
の
で
あ
る
o

向
ほ
夫
れ
ご
同
時
に
現
象
事
は
、
主
(
の
み
7
1
異
な
れ
る
機
能
に
於
て
は
、

一
切
の
心
理
事
(
完
全
な
る
権
利
を
以
て
厳
格
に
率
的
正
稀
し
得
ら
る
可
き
)
の
必
然
的
基
礎
に
し
て
、
恰
も
純

E
教
事
例
へ
ば
純
E
容
間
論
及
び
純
正
蓮
動
論
の
如
き
も
の
が
、

一
切
の
精
密
自
然
科
目
半
(
集
の
経
験
的
形
態
、



運
動
誌
他
の
も
の
Z
共
に
研
究
さ
れ
る
純
験
的
事
物
の
自
然
論
)

の
必
然
的
基
礎
で
あ
る
が
如
(
で
あ
る
。
真
に

知
覧
、
意
欲
及
び
総
て
の
極
傾
の
鰻
峨
形
態
に
闘
す
る
本
質
洞
見
は
云
ふ
ま
で
も
な
〈
、
幾
何
問
中
的
洞
見
が
自
然

の
空
間
形
態
に
妥
常
す
る
如
(
、
動
物
的
な
る
も
の
、
夫
れ
に
相
爆
す
る
経
験
航
態
に
安
賞
す
る
の
で
あ
る
。

夫
れ
異
に
準
的
で
あ
ら
ん
ご
す
る
認
識
論
的
研
究
は
、
既
に
哲
間
半
者
に
よ
h
て
屡
々
強
調
き
れ

L
如
〈
、
無
前

定
性
の
原
理
(
斗
E
F
Z
N
f
ι
2
〈。
E
C
M同門
N
E
q
宮
町
ir内
山
門
)
に
従
は
ね
ば
な
ら
向
。
併
L
此
の
原
理
は
、
余
輩
の

見
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
現
象
率
的
に
完
全
に
賓
現
3
れ
得
な
い
一
切
の
言
表
(
』
E
B
m
g
)
宏
、
厳
格
に
排
除
す
る
ご

一
五
ふ
よ
り
以
上
の
も
の
を
意
味
し
得
な
い
。
総

τの
認
識
論
的
研
究
は
純
現
象
率
的
基
礎
の
上
に
行
は
れ
ね
ば
な

ら
凶
。
夫
れ
に
於

τ求
め
ら
れ
る
理
論
は
、
買
に
左
の
諸
問
題
に
関
す
る
反
省
及
び
明
詮
的
理
解
に
外
な
ら
旧
制
。

「
思
惟
及
び
認
識
は
一
般
的
に
、

郎
も
共
の
類
的
純
本
質
に
従
へ
ば
、
何
で
ゐ
る
hr
。
思
惟
及
び
認
識
が
本
質
的

に
拘
束
さ
れ
る
諸
形
成
及
び
諸
形
式
は
何
で
あ
る
か
。
如
何
な
る
内
在
的
構
造
が
思
惟
及
び
認
識
の
封
象
的

開
係
に
麗
す
る
か
o

炉
、
る
構
遺
例
〈
ば
姿
昔
、
解
明
(
或
は
正
嘗
ご
し
て
耕
明
す
る
こ
さ
)
な
ど
の
観
念
の
如
き

も
の
に
閲
し
て
、
直
接
的
及
び
間
接
的
明
詮
並
に
其
の
反
調
は
何
を
意
味
す
る
か
。
炉
、
る
概
念
は
可
能
的
認
識

相
到
象
の
諸
領
域
正
卒
行

L
て
、
如
何
な
る
特
殊
牝
を
な
す
か
o

形
式
的
及
び
質
質
的
思
惟
法
則
は
、
其
の
意
味
及

び
其
の
作
業
に
従
ふ
て
、
認
識
す
る
意
識
の
其
等
の
構
造
的
本
質
結
合
Z
の
先
天
的
関
係
に
よ
b
て
、
如
何
に
解

明
き
れ
る
か
。

其
の
他
の
問
題
」
o

認
識
の
意
味
に
於
け
る
此
の
反
省
が
、
軍
な
る
意
見
を
産
出
す
る

rけ
で
な

論

叢

フ
ヅ
サ

1
ル
の
現
車
率

第
三
十
巻

(
第
三
競

五
九
)

五
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サ

I
ル
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現
象
事

hV4ク
セ

ν

〈
、
糊
見
的
費
識
を
産
出
す
可
き
も
の
な
ら
ば
、
夫
れ
は
純
本
質
直
覧
正
し
て
、
奥
へ
ら
れ
た
る
思
惟
館
験
及
び

認
識
健
験
の
質
例
的
基
礎
仁
於
て
、
行
な
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

認
識
す
る
思
惟
の
概
念
的
本
質
及
び
妥
常
的
意
味
に
闘
す
る
普
遍
的
解
明
ご

L
て
の
認
識
論
は
、
認
識
僅
駿
を

根
本
的
に
超
越
す
る
事
物
的
「
異
質
」
劃
象
の
党
議
或
は
理
性
的
推
量
は
可
能
E
あ
る
か
、
叉
如
何
程
可
龍
で
あ
る

か
、
ヲ
ぞ
う
し
て
か
、
る
発
識
の
異
質
な
る
意
味
は
、
如
何
な
る
規
範
に
従
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ご
云
ム
普
遍
的
問
題

を
合
む
。
併
L
吾
々
人
間
は
吾
々
仁
事
賃
上
奥
へ
ら
れ
た
る
資
料
に
基
い
て
、
か
、
る
費
識
を
現
震
に
獲
得
L
得

る
や
否
や
、
或
は
此
の
覚
識
を
賓
現
す
可
主
任
務
を
有
す
る
や
否
や
ご
一
五
ふ
が
如
き
、
経
験
的
に
遁
用
さ
れ
た
る

問
題
を
合
ま
な
い
。
五
口
々
の
考
へ
仁
よ
れ
ば
‘
認
識
論
は
殿
密
仁
一
五
へ
ば
全
く
理
論
で
な
い
o

夫
れ
は
理
論
的
設

明
か
ら
の
一
の
統
一
の
充
分
な
る
意
味
に
於
り
る
科
撃
で
な
い
o

理
論
の
意
味
に
於
て
説
明
す
る
記
は
、
つ
ま
り

グ
ル
シ

t
ゲ
モ
ク
ク

普
一
遍
的
法
則
か
ら
佃
別
を
理
解
す
る
こ
正
、
及
び
更
に
普
遍
的
法
則
を
原
則
か
ら
理
解
す
る
こ
正
で
あ
る
。

此
の
場
合
事
賓
の
範
域
に
於
て
は
、
事
情
の
輿
へ
ら
れ
た
る
結
合
の
下
で
、
何
が
必
然
的
に
削
も
自
然
法
則
に
従

ふ
て
起
る
か
ご
云
ふ
知
識
が
取
扱
は
れ
る
。
叉
先
天
的
な
る
も
の
、
範
域
に
於
E
は
、
包
括
的
な
る
一
般
的
必
然

性
か
ら
、
及
び
最
後
に
は
最
古
も
原
始
的
及
び
最
ご
も
普
遍
的
な
る
闘
係
法
則
、
郎
主
五
日
人
が
会
理
己
務
す
る
も

の
か
ら
、
下
の
階
段
の
特
殊
的
関
係
の
必
然
性
の
理
解
が
取
扱
は
れ
る
c

併
し
認
識
論
は
此
の
理
論
的
意
味
に
於

τは
、
何
物
を
も
説
明
す
可
き
で
な
い
、
夫
れ
は
金
〈
演
絡
的
理
論
争
}
構
成
せ
守
、
叉
か
、
る
理
論
の
下
に
調
整

き
れ
る
の
で
な
い
。
吾
々
は
此
の
事
を
最
ご
も
普
遍
的
な
る
所
謂
形
式
的
な
る
認
識
論
に
於
て
見
る
の
で
あ
る
。

此
の
詩
理
論

ω理
論
を
以
て
諸
理
論
を
解
明
す
る
形
式
的
認
識
論
は
、
一
切
の
経
験
的
理
論
の
以
前
に
あ
る
。
か

第
一
十
巷

(
第
一
二
競

，、
O 

五

回



一
方
に
於
で
は
物
理
的
自
然
科
皐
の
以
前
に
パ
他
方
に
於
て
は
心

理
皐
の
以
前
に
、
ぞ
う
し
て
云
ふ
ま
で
も
な
く
又
一
明
の
形
而
上
閣
僚
の
以
前
に
あ
る
o

形
式
的
認
識
論
は
認
識
的

も
客
観
的
自
然
に
於
げ
る
、
心
理
事
的
或
は
精
紳
物
理
的
意
味
に
於
け
る
事
質
的
出
来
事
を
説
明
し
よ
う
ご
し
な

い
、
併
し
認
識
の
観
念
を
其
の
構
成
的
要
素
或
は
法
則
に
従
ふ
て
解
明
し
よ
う
古
す
る
の
で
あ
る
o
形
式
的
認
識

論
は
事
質
的
認
識
作
用
の
織
り
込
ま
れ
て
居
る
共
存
及
び
継
続
の
現
質
的
結
合
を
追
求
せ
ん
ご
す
る
の
で
な
く
、

認
識
の
客
観
性
が
讃
明
主
れ
て
居
る
特
殊
的
結
合
の
概
念
的
意
味
を
理
解
し
よ
う
ご
す
る
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
純

認
識
形
式
及
び
法
則
を
、
充
嘗
的
に
充
賞
す
る
直
視
に
遡
り
て
・
明
亮
性
及
び
明
確
性
に
上
さ
ん
芭
す
る
。
此
の

解
明
は
認
識
の
現
象
曲
学
、
郎
、
も
「
純
」
鰭
験
の
本
質
構
造
及
び
之
れ
に
属
す
る
意
味
に
向
け
ら
れ
た
る
現
象
皐
の
枠

の
中
に
行
な
は
れ
る
o
此
の
解
明
は
其
の
率
的
諸
設
定
に
於
て
、
始
め
か
ら
又
如
何
準
ん
で
も
、
現
質
的
存
在
に

閲
し
て
は
何
等
の
主
張
を
も
保
有
し
な
い
o

か
〈
て
何
れ
の
形
而
上
問
中
的
主
張
も
、
何
れ
の
自
然
科
率
的
主
張

も
、
叉
特
に
心
理
一
準
的
な
る
主
張
も
、
此
の
解
明
に
於
て
前
提
ご
し
て
作
用
す
る
を
許
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

却
設
フ
ッ
サ

1
Y
氏
が
「
論
理
問
宇
的
研
究
」
第
一
容
の
移
り
に
於
て
、
同
氏
嫡
得
の
純
正
論
理
事
の
概
念
を
確
立

し
な
が
ら
、
第
二
容
に
於
て
直
も
に
純
正
論
理
皐
の
鵠
系
の
組
織
的
論
述
に
移
ら
子
、
先
づ
其
の
認
識
論
的
準
備

ご
し
て
現
象
率
的
研
究
の
必
要
な
る
を
覚
り
、
第
二
審
二
冊
全
部
を
思
惟
及
び
認
識
の
現
象
事
の
研
究
に
嘗
て
ら

れ
た
所
以
、
弁
に
其
の
現
象
皐
ご
は
大
館
上
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
第
二
容
第
一
冊
序
論
に
よ
り
て
以
上

越
ぺ
し
彪
に
よ
h
て
明
ら
か
に
理
解
吉
れ
る
Z
思
ふ
。
要
す
る
に
「
論
理
準
的
研
究
」
に
於
て
は
、
ア
ッ
サ

1
ル
氏

の
現
象
皐
な
る
も
の
は
純
正
論
理
率
の
認
識
論
的
準
備
ご
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
同
氏

〈
て
一
切
の
説
明
的
費
在
科
事
の
以
前
に
、

論

議

フ
ヅ
ザ

7
ル
の
現
象
事

第
一
一
十
巻

(錦=一一蹴

プーz
) 
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五



諭

叢

ア
ッ
サ

l
ル
白
現
最
島
平

第
二
十
巻

(
第
三
焼

五
一
六

は
盆
々
研
究
及
び
思
索
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
現
象
事
の
根
本
的
重
要
を
大
に
畳
り
、
遂
に
之
を
哲
撃
の
基
本
率

2
5
C
E
E
三
ω
毘ロ
m
o
E沖

Z
2
3
F
S司
区
内
」
正

L
て
建
設
せ
ん
ご
す
る
仁
至
っ
た
。
そ
う
し
て
其
の
計
畜
は
先

づ
千
九
百
十
年
「
ロ
1
f
R
」
第
一
容
に
会
に
き
れ
た
論
文
「
殿
密
な
る
皐
ご
し
て
の
哲
率
」

(
E
H
F
Eち
庁
長

号
2
明

者
5
2
R
-出
p
r
m
E
F
占

E
)
に
於
て
窺
は
れ
る
が
、
夏
に
千
九
百
十
三
年
か
ら
同
氏
が
島
田
行
さ
れ

た
「
哲
皐
及
び
現
象
率
的
研
究
年
報
」
第
一
容
仁
於
り
る
同
氏
の
著
作
「
純
正
現
象
事
及
び
現
象
率
的
哲
墜
考
」
(
後

輩
行
本
吉
し
て
出
版
ち
れ
て
居
る
)
仁
よ
り

τ、
五
白
人
は
同
氏
の
現
象
皐
の
か
な
り
園
熟
せ
る
概
念
及
び
其
の
根

本
思
想
を
皐
ぷ
こ
ご
が
出
来
る
の
で
め
る
o

そ
う
し
て
今
日
鋼
逸
の
枇
曾
由
学
者
中
現
象
率
的
方
法
を
祉
曾
由
宇
に
臆

用
せ
ん
ど
守
る
人
々
の
現
象
撃
三
百
ふ
は
、
其
の
現
象
風
干
の
こ
己
で
あ
り
、
ア
ッ
サ

1
N
減
の
人
々
が
一
祉
曾
及
び

文
化
の
研
究
に
適
用
せ
ん
正

L
て
居
る
の
も
、
最
近
に
現
は
れ
た
る
』
イ
デ
ッ
ガ
|
氏
の
方
針
の
如
き
も
の
を
除

け
ば
、
一
般
に
矢
張
り
其
の
現
象
皐
で
あ
る
o

き
れ
ば
少
な
く
も
今
日
ま
で
の
彪
で
、
一
枇
曾
事
ご
現
象
皐
己
の
関

係
を
研
究
せ
ん
芭
す
る
に
嘗
っ
て
、
吾
人
の
先
づ
よ
〈
理
解
1
1
長
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
純
亙
現
象
事
及
び

現
象
率
的
哲
亭
考
」
の
現
象
的
学
で
あ
る
o

そ
れ
で
是
れ
よ
り
余
は
其
の
現
象
学
に
就
て
稿
々
詳
し
〈
述
ぺ
た
い
ご

思
ょ
の
で
あ
る
o

併
し
其
の
現
象
撃
を
よ
〈
理
解
す
る
矯
め
に
は
、
先
づ
「
論
理
事
的
研
究
」
に
於
り
る
純
正
論
理

皐
の
概
念
、
及
び
其
の
認
識
批
判
的
準
備
及
び
解
明
ご
し

τ
の
現
象
事
の
概
念
を
、
議
め
大
健
上
理
解
し
て
置
く

こ
芭
が
肝
要
で
あ
る
か
ら
、
前
節
及
び
本
節
に
於
て
之
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
是
れ
よ

h
「
純
正
現
象
皐
及
び
現

象
率
的
哲
率
考
」
の
現
象
的
中
を
、
特
に
一
吐
曾
及
び
文
化
の
研
究
に
闘
し

τ重
要
な
る
方
面
に
注
目
し
っ
、
、
一
般

的
に
訪
越
す
る
-
」
ご
、
す
る
。


